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1 口に あてはまる かすを かききしょう.
(1) いくつでLjう.
0 71 5と匿塞 ① 10は白と匹茅
(2)いくつに fjもでしょう.
･ 4と って 医事 a-7と って 匝袈
包容75%
2 Jの かTを Dに かきfLiう.
3 いくつ あもでしょう
(I) ●●●●●●
(2) ☆ ☆ せ せ ★ ★ ☆ ☆
☆★ ☆ ☆ ☆ ★
+ + * * * *
★ ☆ せ せ 古 書 ☆ ☆ せ
せ ☆ ☆ せ せ ★
.田 こ
田 こ
4 0に あてはまる かTを かきfLよう.
(1) 10を 7つ 1を 3つ 9)わttf= かすは
7 こ†二九を f三T L書を かさfL⊥う.
(1) はす(= 5にん のっていまLf=.
31こん のって きまLf:.
いf はすに fjんにん のっているでしょう
(2) みかんh( 5こ あります.
〇二 T:ぺもと のこり;i tjんこてし⊥う.
8あといくつで10にfJ.-もか ロlこ かTを かきましょう.(1) (2)
団 だ竺二]匡耳








･Oから ロ を ひいて□
4と 口 で 口 篭 君Y.
lQ けいさんLfLよう.
[亘四 - 7十3-BB (2,,.-8-匹耳
(2㌦ 三:I,忘 十 忘 諸 .,."

























































































鵜 2 学 iILi
l 結果 (調査対象児童数 1030名)
糸.Jl-=取 と 1頃 lli｣




'3'雷管 ◎①① 回 ①①-
[豆亘豆 [正司
2 ロに あては士も tIをかせtLょう.
･,日 日0は.Oを圏 こ あ- ,I- 十
･2, 4500は,00吉田 こ わ め,=附 す1
3 ll拝しtLょう.
(1)27 (2)98 (3)72 (4)120+35 +37 -28 -32
17% 13D/O 7To/o A /O
･5,7氾4-短頭(8,9×7-圧団 (7,8-匝司
4 1の かT'を ロlこ かき≠しよう.
E)CK) 9〔XI Hog
5 どちらの 人軌が 争いか くらべてJはしょう.




8 つぎの t,んだいをよんで､し書に かせtLよう.
uろしさんの 小判 如) 典の千120人と 女の子150を
あわせたELは.30人より すく/JL､です.
7 こ(=九号 Iiす しそを かきましょう.
(1) 赤の リボンは 3nrです.
Iの リボンは 赤の 2はいの 長さだそうです.
■の リボンは fJんrTllILよう.









(2)7yBの こたえを わナJl.て しまいtLr=.


















巨笥 4 0/. 甲 !4D/O 甲 ア/C/P
盟 .
良;≡-;
1之 稔を 見て 3x4の 坑になる おはを つくり暮しよう.


















































































第 3 学 年
1 結果 (調査対良児童数 1088人)
E三∃E】踊掬鼻東泉頭数 /0才8匁














コ ロの中J=.<か> か 一 書 tきtLよう.
･,, 011匝巨 (2, 019回 ,
･3) 1回 子 (4);国 ‡
4 次 の 】十JEt･し+しょう.






























( ) 877T ( ) 7)i-汀 VTR4)丁丁丁
o 30÷4-7-･2 の¥九モ たしかわtT.
あfJf=tJら.どの4えでたしかわもか O書つけFLょう.
(//./.)おはじせaoこe･4こfつ分けてたしかJ)も･
ds〆)4のliんの九加 .い -LETい如 ら`たしかめる.
(弁解 4り +2 の1十井をしてt:しかめも･
lO 12+J の仰JItけり*しょう.
















































閉居 3 (3)の7/ 7を 1と見る閉居の達成
率は,73%とやや低いOまた,閉居 3(4)





















(片山 晴夫 森金 永二)
第4学年












(l) 27 4 + l a (2) 3 2 - 0.37
(3) 252 ÷ 36 (4) 672 - 32
です.
です｡















(2)0 25 × 17:=
4 口 にあて■まま桝 か竺 ± 二 鳥 --23D/O
-[= コ Llr.:･占 3毎,(I) 18丁 (2+8)
･2, B3･5･9- - 83+[憂国+5｡
5 ':'L;…三霊 近 'L::.
': '; 8:06Iy:麿 ', 68:.0::;020oo｡



















( '240÷5 発各 ()250÷6
( )220÷8 4La/O()240÷7
10 伝分取は7f分散か書取に.7f分hTま債分tlになおし苦しよう｡
･2,号-匝司 (3,. i -匝司
11 右のぶんほうぐを 下いました. :えんぴつ ･- 72円 :
代金を求d)るとき､あ/JT=は.ど ;ilLコ'L ･･･23円 :
ちらのF十井方法手玉tJますか. :のり･ 182円 :
Oをつけましょう. :.色栴∴･..I/.∴?,早.甲.i
封 O/o'













































































(福田 博雅 ･杉能 道明)
- 14-
第 5 学 年
1 結果 (調査対象児童数 1038人)
1っぎの 口 に あてはまる杜をfu Lふう.
I.,2,7=一骨 O ,≠oo-口語/.
(2)2 35を10FBLI=LLは
(3) 0 3 5 r2. 3 5の
･4,iをr"Tもと










(2) 1r･n/】t500円のリボン を . 2 8mTおうと思います.
代*はいくらでしょう.










( )4 B Jt 1 6 ()48
I-6卓浩 与27.
糸吉 栗 と イ頃 向
5次のI■をLtLよう.
(1)4 2 r 3 7 (2) 5 6 x O 75
(3)465115 (4)2 55 1 7 5
6 78x43=3268 でT.
このことをdlって. 0 76 x 4 3 の苔えを出そうと丘います｡
巻えにOをつりまし上う.
( )0 3268 (旨2Y. ,, 268
( )32 68 ( )326 8
7 912- 24=38です.
このこと をdlって､ 9 12 - 2 4 の 苔 え を出そ う と包 い ま す .
7SAに0 をつり手 L▲う.
･ ,38 (50 '/. , 38 日 0 38 - 0 038
8 次のlI■の 育えの^畠をつり手し上う.











･2, .i - i -
･ ,- x o . ( ,- T O･,叫牛印 で東野6官7.
- 4 6 T O 8 - 4 - 0 9h･)か っ･7線5g完
4 分tLli小Bに.小Bは分LII=ljおしまLよう.
･.十 回 (2, 0･75.




30Xh､'湖 と… ら… … 人… ^て.7｡… 6を印 すも.
37か6x708を･もう-JH M も･
30'Li三;三.0,亮 hO.三….700とhて･60り 00p380OO
































































































(深 井 文 雄 )
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第 6 学 左F
l 結 果 (調査対象児童数 1010名)
l つぎの 口 -=あては事も鵬 IFH ELよう.
･., 号 - は [司 - 丁･
･2)十 回=-
2 次のWEIをはんで.甘えを水t)も式をIFさtL▲う.







これ胤 Iの川 ンの 号 ･=^ ,=もそうです･
十のリボンのAさは.何m-CL▲う.




- 休1は､Uろしさんの休一の 吉 相だそうです･
Aの件Jは阿りでしょう.












(8) を ･ 号 x 号 -
5





･ ,3･ i ( )3- 号
( )･37号 ( )3- 一号
( )3÷ 玉 女LSs･ユ1. ( )- ii
, 2÷川 の… を,班 霊 獣 ;･調 号踊 準 収
自分の丁もJI■方法にOをつけfLよう.
















(】)旦x4 (95%) (2)旦Xl旦 (92%)
7 5 3
3 2.2


































-x4 は 口が (2×4)こ だから
言x4=響 =[] (完答 4,%)
からもわかるように,今一歩である｡つま










(6)1+旦言 (48 %) (7)旦言+ix旦


















































1 口に あてはまる かずを かきましょうo
(1) いくつでしょうo【10までの数の分解】
① 7は 5と[コ ② 10は 8と[コ
(2) いくつになるでしょうo【10までの数の合成】
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 (1 ) (ら 2...83% ･75- 6%12 9② 76 8 1480 2


































1 口に あてはまる かずを かきましょうo
【2とびの数系列】
(3)2 4 8 12
【10とびの数系列】
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 (3) 完答 ...95%
(4) 完答 ...73% ア (100)に関して
ア (100)...95% ･99-1%




































2 1の かずを 口に かきましょうo
アロ イ□ ウ□
80 1 90 11001 110lll… … lllH lllll古 lll… llll…
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応




































(2) ☆ ☆ ☆ ☆☆☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆☆☆ ☆☆ ☆
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆







































4(lT =10bkT誓 lA㌘ ㌔ -bゝ慧 崇 かずは□･2) 20は [コ を 1 [口 を 2-
(3)児童の反応
問 期待する反応 主なつまずき反応
4 (1) 73...86% 71 ...3%
(2) 完答 ...56% 100と20..4%




































5 ちいさい じゆんに ひだりから ならべましょうo
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 (1) 3+2...87% ･式をかかず答えのみ･..10%無答 .. 2%
(4)反応から見た学力診断

































3こ たべると なんこに なるでしょう｡
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応






























問 題 期待する反応 主なつまずき反応





































































%いたO第 1段階の ｢10から9をひいて1｣と言 うところま




































･たし算ひき算 ･ 問題 (1)(2)(6)は,基数同士の基礎的なたし算ひき算!
!である‥ 90%を越えているので,おおむね達成できていると
…考えられる._予想 したとおり,たし算や 0のた し算に比べて線
:り下がりのあるひき算 (2)の達成率はやや低い傾向にあった√























問 題 期待する反応 主なつまずき反応











































問 ■題 期待する反応 主なつまずき反応



































1 あわせていくつに なるかを 数字で かきましょうo
(3'回 ㊥⑳ ◎ ① ① (4k O① ① ①①
(3) 児童の反応
問 題 期待す~る反応 主なつまずき反応

































2 口に あてはまる 数を かきましょうo
(1) 180は 10を[= 二二 】こ あつめた数ですo
(2) 4500は 100を⊂ = コ こ あつめた数ですo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまづき反応


































3 計芳 しましよ う o
(1) 27 (2 ) 9 6 (3 ) 7 2 (4) 1 2 6
+35 +3 7 - 2 8 - 3 2
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
















93%であった｡ (2位数)- (2位致)で繰り下がりが 1回






















































問 題 期待する反応 主なつまずき反応




































5 どちらの 人数が 多いか くらベてみましょうo
≡ ≡ 竿
(1)どこのくらいを見れ仙 17Llう. ] を 見ればよいo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応




































★6 つぎの もんだいをよんで しきに かきましょう○


































【知識 ･理解】 O ｢～の何倍｣の意味や.単位とする大きさのいくつ分かを求め
るときにはかけ井を用いればよいことが分かる｡
(2) 問題
7 こたえを だす しきを かきましょうo
(1)赤の リボンは 3mですo胃の リボンは 赤の 2ぱ
いの 長さだそうですo青の リボンは なんmで しょうo
(2)ケーキの はこが 3はこあります0 1はこに ケーキは
2こずつはいっていますo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応










題と ｢単位とする大きさ (基準量)｣の方が ｢いくつ分｣より
も後に示されている問題について,正 しくかけ算の式に表すこ
とができるかどうかを調査 した｡


















【関心 ･意欲 ･態度】 ○答えが同じになるかけ算をすべてみつけようとする｡
【数学的な考え方】 01つの数を他の数の積とみる見方ができる｡
(2)問題
8 こたえが つぎの 数になる かけ算の しきを ぜんぶかきま
しよう○
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応












































































































問 題 反応 (複数回答)































11 つぎの しきと ★のずを 線で つなぎましょうo

































12 完答 ...52% ｢3人ずつ｣を忘れて
(例) いた作間 -.1%
子どもが 3人ずつくみに なって, 4くみ｣を忘れてい







































○ 乗法に関 して乗数が 1減 るごとにその積 は被乗数ずつ減 る
ことがわかる｡
(3) 児童の反応





第 2学年では. 7×4に被乗数である7をた して 7×5の砧を
見つけだすというように九九を械成 して きている｡九九は唱える
ことができるだけでな く,乗数増減に対する被乗数 と積の増減の
関係を理解す ることがで きては じめて活用す ることがで きやす く
なる｡そ こで, この間題では,乗数が 1減 ると楢が い くつ減 るか
といった｡乗数の減少に対す る被乗数 と横の関係をfJ.LJ査 した｡ 正
答率は 85%であった｡期待値 を 90%と設定 していたので,期
待値を下回 る結果であ った｡
主なっまずさ反応 は,乗数が 1減 ると積 も 1減 ると考 えている
ものが 7%いた｡ これは,かけ算の意味 を考 える前 に,乗数の大
きさに目を向けてその差を答え とした もの と考 え られ る｡かけ算
の意味,かけ算の式に表す意味のJIP.解が深 まるよ うに指導を丁_夫
する必IJAEがある｡
つまずきの原因 としては,次の点が考 え られる｡
〇 九九の構成段階の理解が不十分
･5の段, 2の段, 3の段- と九九を椛成 し,唱え られるよ
うに指導 してい くが,かける数が 1増えるごとに答えは,か
けられる数ずつ増えてい くとい う九九を械成 してい く段階で
逆 にかける数が 1減 った ときは答 えはどうなるか といった指
導 も取 り入れなが らていねいに九九を構成 させてい くように
する必要がある｡
- 5 0 -
調査項 目2 数の相対的な見方
(1) 昇数の学力




















子 どもが41% もいたことは焚 きである｡
つまずきの原因としては,次のことが考え られる｡
ア 数の相対的大 きさの理解が方の単位に拡張 されていない｡
･ 十や百を単位 として数をみる見方は, 2学年 までに,具体的
な振作を通 して学習 してきている｡2400000は10000のい くつ分
であるかを2400が 100のいくつ分であるか関連づけて考
えさせた り.i=1休的な操1'T:でとらえさせた りす る必要があるo
イ 240万を24万 と見誤 っている｡
･ 桁数が多くなると位を読み間適えることは,起 きやすい｡4
つのけたが 1組 となって読みの単位が ｢万｣ ｢億｣-と変わっ








○ ある数を 10倍 した り, 10でわ った数及 びその表 し方 につ
いて理解する｡
1(3)① 500を 10倍 した数 は口ですo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主 なつ まず き







ある整数の 10倍の大 きさの数をつ くると位が 1つ上が り, そ
の数は, もとの数字の右に 0を 1つ付 け足 して表せばよいこと,
また,ある整数を 10でわ ると,位がひとつ下が り,その数 は,
もとの整数が何 十何百 とい うよ うに下の桁 に 0がついている場合
0を 1つ取 った数字で表せばよいことを理解 で きるよ うにす る｡
そこで, この間箱では, もとの整数を 500として, その 10
倍の数. 10でわ った数 の大 きさの理邪 を調査 した.
期待値をそれぞれ 90%と考えていたので予想を下回 る結果で
あった｡児童にとっては, 10でかけることよ りも10でわ るこ
との方が抵抗が大 きいことが分か る｡
(3)① 50と答えるものが 3%,50000と答えるものが 2%であ っ
た｡
(3)b 500と答えた ものが 6%であった｡
つまずきの原因 としては,次の ことが考 え られる｡
ア 10倍する意味及び 10でわる意味 の理解が不十分
イ 位取 り記数法の原理の理解が不十分
1桁, 2桁の数を 10倍 した数 ともとの数 を並べてかいた り
もとの数 との遅 いに着 目させた りして, 2つの数 の相互の関係
を丁寧に指導 してい く必要がある｡
ー52-
調査項 目4 分数の意味 (Li位分数の考え)
▲問越 1(4)<分数は, 4年 に移行統合 >
(1) 策数の学力




問 題 期待す る反応 主なつ まず き反応





方がで きる｡ 2/3を例にす ると,次のよ うである｡
① 3等分 したときのこつ分の大 きさを表す｡
② 2/3m, 2/3dPのよ うに,mJ足 したときの量の大 き
(卦 1を3等分 した もの (1/3)を単位 とした2倍の大 きさ
を表す｡
④ AはBの2/3というよ うに,Bを 1としたときのAの大
きさの割合を表す｡
⑤ 2÷3の商を表す｡
米 これ らは便宜上分 けたもので,指導にあた っては,いくつ
かの考えが混 じって用い られ る場合が多い｡
初めて分数を導入するにあたっては,上記の①②③の考え方を
理解 させ ることが大切である｡
そこで, このrH】越では, 3/5を取 り上げ,上記の③の意味FA!
解を調査 した｡その結果, 1/5と解答できた児童 は69%と低
い値であった｡
つまずき反応の多くは, 1であった｡ この ことか ら,inIt'(_分数
の考 えが十分定着 していないことが伺える｡
つ まず きの原因 としては,次の点が考え られる｡
○ 数 としての分数の理解が不十分
分数の導入では,まず, 1mとか 1Aを等分 してその 1つ分の
畳を言い表す ことで,分数で表すよさに気づかせてい く｡次に,
その 2つ分, 3つ分を分数で哀 し, しだいに,墓を表す分数か
ら数を表す分数へと移行 していく｡ その際には, 1つの分数を















小数は,は した部分の表示方法 として,十進位取 り記数法の意
味を 1より小 さい部分の大 きさを表す場合に広げていき, 1を単











小数の導入では, 1cmより短いながさを, 1cmを 10等分 して





i=JLa企JnIヨ6 数の人 ささ (数出陳 を読む)
(1)算数の学ノJ
【数学的な考え方】 0 数Ili紬 を見て, 11盛 りの大 きさを考 えることがで きる｡
【知識 ･JiJ･)_解】 ○ 数LtLlI紬 を比て,手際 よ く数の大 きさを読む ことがで きるG
(2)r.'目地
2 1の 数をか きま しょうO
[=コ □
501.0.OHI.I.6.OlO.0.0… … 7.OlO.0.… .i.8.OIOLOlO.
(3)児EIrの反応
r,り 仙 JU｣7.7する反 応 二.Ltd:つまずき反応
2 ア 55000...84% 50500...3%05() 2






る｡大 きな数を去 した り,読んだ りす る場合 には,数値紬 を姐て
1日 盛 りか い くらになるかを考える必要があ る. この日LI地では.
数偵紬_日こ表 された50000-80000の数 を 1｢l盛 りが い くらにti:る
かを-ylえて読む ことかで きるか ど-I)かを1-JN.したO
とちらのJ.I-JILIも80%を越えるIJL:.答率であ ったか)UJj.HLlji･(J0
%とぢえていたので今後 の指噂 に曾/,g:す る必 'iiがあ る｡
50500は 1[j推 りを100と考えた もので 3%,50050は. 1L-1盛 り
を10と甥えたもので2%のつまずきが見 られたく,
つまずきの原LFlは, 1[l蛸 りの人 ささをitしくとらえ られてい
ないためである｡敷浪線上の数伯を順 に読み収 らせた り,そのわ
けを説Il)Jさせた りするなど低学年1の ころか ら系統的 に 1日盛 りの
大 きさに着Ii-lさせて数混線を読 ませ ることにより数T_Fi線 上の人 き




【衷]jl･処祉 】 ○ 小数や分数を数 として とらえ,大ノ1､,Lt較をす ることかで きるJ
(2日ll過
3 口の中に, < か > か - を宙 きま しょうo
(1)0,1亡]0 (2)0.9 ⊂11
(3) 1□ 7/7 (4) 1/3口 1/5
(3)児童の反応
rHJ 題 JU｣子I.tする反応 i,IlLi-つまず き反応
3 (1) > ...95% く ...4%
(2) <...96% > ...2%





小数 も分数 もは したの塵の大 きさをIkす もの と して中人をはか
り,やがて数 と しての小数,分数 に高めてい く必要があるO この
rH】題では,小数や分数が粍数 とFr-JL数系列の｢lに位Lr-ELつ き,数 と
してその大小を比較できるか どうかを訪AJ査 した｡
0.1が 0より大 きいこと, 0.9が 1よ り小 さいことといった
小数についての大小比較はよ くで きるといえるが, 1に仙当する
分数を見つけることや分子が 1で分付が粥-なる分数同士の大小比
較はそれぞれili答率が 73%,340/o'とで きに くいことが分か っ
た ｡
lHJい(3)では,7/7より 1のIJjが大 きいと答えた ものが 20%'
Hl,Jい(4)では,I/3よ り1/5が大 きいと答 えた ものが 63%いたO
(3)については,分散は.は したを表す もの と して とらえている
ため 1よ り小 さいと考えたのではないかO また,(4)につ いては,
J)性の意味Ll=u解不足 と考 え られる｡数 と しての分数は,数直線を
仕 ってその大 きさをT率 にとらえ させ る必要がある｡
指導要領の改訂で,小数が 41l'ftか らとな り,真分数に続 いて
仮分数を扱 うようになることで,数 と しての分数を仏系的 とらえ
やす く1よると考えている｡
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訂.J泰Jjin8 Ii.J十 ･何rl'のかけTLとfLiJl･†･-.JfH"1卜のわ り3')-_
(1)井数の学力




Fi:J RLi )tJ)待す る反応 主 なつ まず き反応
4 (1) 100...92%
(2) 30...80% 270...9%





(何十,何百 ) ×1位数, (何 十,何百何十)÷1位数の計井
は, (2位数 ) × (1位数 ), (2位数 ) ÷ (1位数 )の言l井 の
韮礎 であ る｡10や100を叫位 に して九九 を仕 って計許 で きることが
入 りJである. このr:り雌では,か け井,わ り井の筆耕 につ なが る†･[
十,何百 (何 百何-I･)のかけ件,わ り井がで きるか ど ･')かをil-JA
した｡
か け井の正答率 は, 2関 ともに 90%を越 えて いたか.わ り井
については, 80%程促 の正答率であ ったO
問 い(2)については,か け許 と舶通 い して計井 した t)のが 9%と
いうことで学力的 には心配 ないが,l㍑】い(4)については,300-3%
3･･2%, その他意味不明の解答が 15% もあ った ことは,指導
を安するところである.
lLJいく4)のつまず きの原凶は,10をIi位 と して120を10の12こ/Iと
見ることの不十分 さであ ると考 え られ る｡
指導 にあたっては,120÷4,1200÷4を12÷4に付着 して考え
やす いように,お企傾犯 などを使 って挫作 させ,数 の仙女Lf的な見




【数学的な考え方】 ○ (2位数 ) × (l柾数 )の碓井 の什 -Jjを,L';･Ji'/)桃をず らして考
えることがで きる｡
(2日:I.J地







問 RB JU]符する反応 iなつ まず き反J.tこ





かけ卦筆第の指導は,10とい くつに分 けて位 ことに計井 す ると
いうかけ井の計井の1-L一方 と結 び付 けた指導 によ ってqlI井の計井原
ILL.をとらえることがで きるO このrLfl,(ifiでは,か け井 の箪井の部分
轍の意味を意識 して位 ごとに計算で きているか ど うかをIilJh_した｡
FHJ6の結火か らもJ))か るように範外の=T･順が/))か り,辛.I熊 もで
きているよ うにJiLえるが.位をず らしてか くJ.!u山につ いてu峻味
になっているよ うである｡
壬1.Lっまずさ反応二は, 2×5.5×2が 42% とLI-例的 に多か っ
た ｡
つ まず きの原凶には次の ことが考 え られ る｡
○ 筆第の手相は分か っているが,JFhM'JriPl解 で,考 え方が十
分身についていないO
お金偵419を1米作 した り,郡J)I梢のj:Llか一･【]で/))か るよ うに仏
製を工夫 Lた りするIEL-ど脱髄的 に位 ごとに計昇 するというかけ
井の計升の意味 に振 り返 る指導か人 yJであるO
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調査項 目 10 かけ井の計井の仕方
(1)許数の学力
【数学的 な考 え方】 ○ (2位数 )× (1位数. 2位 数)の計井 の什-jjを 2位数 を
何 十 とい くつに分 けて考 え ることがで きる｡
(2)I目地
5 計井の仕方を考 えていますo[= =:コ は, どん fi吉[-昇 を しているので しょうO
(2)12×3の計井 を, l2を 二L大 して計昇す る と ,
12×3-l l+ l 2× 3 l
(3)25×l8の計井 を, 18を 二L大して計 井す る と ,
(3)化蓑の反応
問 誰 JUj待す る反応 主 なつまず き反応







法則を活JHして何-I-とい くつ とい うj5えに棉著 して考え ることが
大 切である｡ この日nrJ雌では,か け井 の計井 を位 ごとに計算すれば
よい ことが分か っているか どうかを調査 した0
12×3が 36になることやか け界 の箪欝 の手JViにつ いては次
のl.I-J6の結架か らも分か るよ うに概ね達成 で きて いることが/Jlか
るが,)f;式井 にな っていて位 を.5-:識 した計解かで きて いる十は少
ないことがJJかる｡
何十 とい くつに分 けて計昇 す ることに気 づいて いない子 どもか
多い｡
つまず きの原因には次 の ことが考 え られる｡
7 ,ILB意の皿析不足
イ r:り(2)では, 12を 10と 2に分 けるとい うは営むLjIに棉着で
きることに矢もづ いて いないo
イJl.ごとに分 けて計井 す るとい った計井 辿雌 の指導をて いね いに
扱 い,10とい くつに分 けて計井すれば どん fL1-か け井 も計井 でき
るというよさに気づかせた上で,考 えのよさを碓かめ る問iiiを







○ (2位数)× (1､ 2位数)の筆舞が正 しく速 く計算できる｡
6 次の計算を 筆算で しましよう.
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応例 主なつまずき反応





第 3学年では､かけ算九九や (何十 ･何百) × (1位数)を発
展 して､一般的な (2､3位数)× (1位数)の計算を畢舞でで
きるようにする｡また､乗数を 1位数か ら2位数に広げた場合の
筆算を学習することになるC そ こで､この間題では､ (2位数)
× (1位数)や (2位数)× (2位数)の計算問題 をすることに
よって､十進位取 り記数法に基づいて位 ごとに分けて計算する準
算の計算技能が定着 しているかどうかを調査 した｡












○ (2､3位数)÷ (1位数)の筆算が正 しく速 く計算できる｡
6 次の計算を 筆算で しましようo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応例 主なつまずき反応












(3位数)÷ (1位数)の主なつまずき反応は､ 15 (13.


















































調査項 目14 わ り算の答えのけた数 ▲問題 8 くわ り算の筆算は 4年へ移行統合)
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○わ り算の筆算で答えがどの位か らたつのか,頭の位の
数字 を見て直観的に判断す ることができるC
(2) 問題
8 次のわ り算のうち､ぱっと見て､答えが 3けたになる式 に
○をつけましょう○
(3) 児童の反応





第 3学年では､商が 3位数になる筆算まで一気に指導す る.こ
れは､既習の (2位数)÷ (1位数)で商が 2位数 になる場合の
筆算の手順を基本にすれば､商が 3位数になる筆算 を効率よ く学
習できるか らである｡計算の仕方では､どのくらいか ら答えが始
まるか見直す ことが大切であるDそこで､ この問題では､ (3位
敬)÷ (1位数)の筆算で答えが 3けたになるかどうかを問い､


















( ) 4×7+2 の計算をしてたしかめる｡
(3) 児童の反応
問 題 反応 (複数解答)

















調査項 目16 わ り算の問題づくり
( 1) 算数の学力
【関心 ･意欲 .態度】 ○わ り算の式になる問題を進んで作ろうとする｡




問 題 反応 (複数解答)








































問 題 期待する反応 主なつまずき反応




































･1,4000万の 10倍の数は l lですo
1
(2)5兆の - の数は ですo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応












































































･ -%大きい数は[二二 コ ですo
･ 一番小さい数は⊂二二コですo
問 題 期待する正反応 主なつまずき反応
2 (6) ① 8764 876431...8%
･..70% 8 ...4%888 2
② 1346 134678...8%















を答えた876431 (8%)や 134678 (8%),1けた
の数を答えた8 (4%)や 1 (5%),同じ数字を4回使ってし

















問 題 期待する反応 主なつまずき反応







































問 題 期待する反応 主なつまずき反応

















たもの (7%)や10倍したもの (3%),1/ 100を考える






















問 題 期待する反応 主なつまずき反応




































( ) 60÷2 ( ) 600÷200
( ) 60÷20 ( ) 600÷2


























調査項目9 小数の加減の筆算 ★問題6 (2)<1/100の位を含む小数は削除>
(1) 算数の学力





問 題 期待する反応 主なつまずき反応







































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 (3) 7...86% 無答 ...6%













































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
















































) 31 2÷2 6
) 88 33÷ 2 5
9 次の計算の商で,240÷6の商より大きいのはどれでしょう｡
大きいものにみんな○をつけましょう｡
( )240÷5 ( ) 250÷6
( )220÷6 ( ) 240÷7
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 つまずき反応






































問 題 期待する反応 主なつまずき反応
8 ▼(1) (75+25)×4 (75×4)+ (25×4)
･..30% ･..21%75×4+25×4134× (75+25)3%
































問 題 期待する反応 主なつまずき反応






















































































調査項 目 1 小数のしくみ
1 算数の学力




















整数 と同 じ十進位取 り記数法によって表されていることや,そ
の数字が表す意味を形式的に扱っているのではないか と考え ら
れる｡
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調査項 目2 小数相互の関係
1 算数の学力
【数学的な考え方】 ○小数は十進位取 り記数法によって表 されていることか ら, 10
倍や 1/10の小数 を考えることがで きる｡




1 つきの口にあてはまる数 を書 きましょうo
(2)2.35を10倍 した数はロですo
問 題 期待する反応 主なつ まず き反応

















1/10の小数 をつ くるとい う見方がで きるか
10倍の小数 をたずねた(2)はおおむね






















(3)で 1/10とい う正答 に対 して,逆の関係 である 10倍 を解答 し
た児童が 42%いた｡
つまずきの原 因としては,次の点が考え られ る｡
ア 小数相互の関係の指導が不十分




｢1/10になっている｣ とい うこ とはあ って も,｢1/10倍 にな
っている｣ ということはあ ま りない｡従 って,1/10倍 と表現 す
ることになれてお らず, 10倍 としか表現で きなかったのでは
ないか と考え られる｡
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調査項 目3 分数の相等 ▲問題 1 (4)(約分は第 6学年へ移行)
1 算数の学力





























???? ???? ??? ??? っ?? ?????????? ぅ????? ???
であった｡この反応の期待値は 80

















▲問題 1 (5)(6)(公倍数 ･公約数は第 6学年に移行)
1 算数の学力







問 題 期待する反応 主なつまずき反応











たが,最大公約数をたずねる問題(6)では期待 する反応 が 55% し
かなかった｡











この内容は,第 6学年に移行 となるが,学年が上になったか らと
いって,最大公約数,最小公倍数 という言葉だけを単に理解 させる




【数学的が考え方】○わ り算 と分数の意味を活用 して ,商 を 1つの数で表す表 し方を考
えることがで きる｡




1 つ きの口にあては まる数 を書 きま しょうo

















す き反応 は,あ くまで? ? ???????
?????
?? ?????



































































































○文章題か ら小数の乗除 を演算決定 す るこ とがで きる｡
○文章題 の異体的な数量 に着 目して ,かけ算やわ り算の式で表 す
ことがで きる｡
2 次の問題 を読んで ,答 を求める式を書 きま しょう｡
(1)長 さ 22,4mの ロー プがあ ります｡ この ロー プを
5.6mずつに切 って短 い ロー プを作 ろ うと思 い ます｡
短 いロープは何本作れ るで しょう｡
(2) 1mが 500円の リボ ンを､ 2.8m 買お う と思い ます｡
代金はい くらで しょう｡
(3)鉄のほ うの重 さをはか った ら 1.44kgで した｡
この鉄のほ うの長 さを調べ た ら 1.8mで した｡
この鉄のほ うの 1mの重 さは､何kgで しょう.
(4)あきらさんの体重は 35kgです｡
お兄 さんの体重は､あ きらさんの体重の 1.2倍 だそ うです
お兄 さんの体重は何kgで しょう.
問 題 期待 する反応 主なつ まず き反応
2 (1) 22.4÷5_6...95%
(2) 500×2.8...86%






文章題 か ら小数のかけ算やわ り算の演算決定 をす るには ,文章か
らいろいろな情報 を収集 し,小数についての計算 の意味 をもとに考
えな くてはな らない｡そ こで ,ここでは ,かけ算 については小数倍
にあたる数量 を求める問題 ,わ り算 については包含 除にあたる問題
と等分除にあたる問題 を取 り上げた｡
小数倍 にあたる数量 を求め る立式がで きた児童は , どち らの問題
も 85%を上回 り,おおむね期待通 りの結果であ った｡ しか し,わ
り算 については,包含 除の問題 の達成率 が 95%で あるのに対 し,
等分除の問題の達成率は 67%と低 い もの となった｡
主なっます き反応 として,等分除の問題 において ,割 る数 と割 ら
れる数を逆 に書 く児童が 7%,無答の児童が 12%いた｡
つ まずきの原 因 としては,次の点が考 え られ る｡
問題場面のイメー ジ化が不十分
文章を読んで立式す る際 には,その文章 に書かれてい る問題
場面をイメージすることが必要であ る｡ このイメー ジ化 が不十
分なため,適 当に教 を組み合わせて立式 してい るこ とが多い と
考え られ る｡
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調査項 目7 小数の計算の結果の見積 も り
1 算数の学力
【数学的な考え方】○乗数や除数が 1の ときを基準に して,計算結果を考えることがで
きる｡




3 答えが 4.5を越える式に みんな○をつけま しょう
( )4.5× 1,5 ( )4,5÷ 1.5
( )4.5×0.1 ( )4.5÷ 0.1
( )4.5÷ 0.9 ( )4,5× 0.9
問 題 児 童 の 反 応
3 完 答 ......... . .52%
かけ算を完苔 .... . . . .68%
わ り算を完答 .... . . . .58%
問題別正答反応
4.5× 1.5 .........91%
4.5÷ 1.5 ..... . . . .84%
4.5×0.1 .........91%








整数 においては,かけ算をすると増 え,わ り算をすると少な くな
るが,乗数や除数が整数の範 囲を越えて小数になると,その数が 1
よ り大 きいか小さいかで,もとの数 よ り大 き くなるか小さ くなるか
が決まる｡そ こで,被乗数 ･被除数 を 4.5に固定 し,乗数 ･除数の
大きさによって計算結果が どうなるかを尋ねた｡
完答 した児童は52%で,かけ算について完答 した児童は 68%,








い数で割った場合の計算結果は,もとの数 よ り小 さく















調査項 目8 分数 と小数の関係
1 算数の学力
【数学的な考え方】○分数や小数の意味 を活用 して ,分数 を小数 として見た り,小数 を
分数 として見た りすることがで きる｡




4 分数は小数に,小数は分数 になお しま しよう○
問 題 期待する反応 主なつまず き反応






整数や小数は,それ に対応 する分数 を必ずつ くることがで きる｡
これによって,整数 ,小数 ,分数 (量分数)それぞれにおいて調べ
て きた大小関係 を 1つの数直線 に表すことがで きるようにな り,ど
れ も同 じ ｢数｣である と統合 的に見 ることがで きるようにすること
をね らっている｡
分数 を正 しく小数 になおす ことので きた児童は63%で ,小数 を
正 しく分数になおせた児童は 35%であ った｡ただ し,約分 が不十
分で正 しく表せていない児童が 31%いるので ,この児童は,小数
を分数 になおす考え方は よい と考えると, 61% となる｡
分数を小数になおす場合のつまず き反応 についての一定の傾 向は
見 られなかった｡ また,小数 を分数 になおす場合 についてのつ まず
き反応でもっとも多かった ものは,｢0.75｣の ｢7｣ と ｢5｣
を適当に組み合 わせて 5/7や7/ 5と表す児童であ り, 15%い
た｡また,どう表 して よいか分か らず無答 に してい る児童は,分数
を小数 になおす場合で8%,小数を分数 になおす場合で 10% と,
他の調査問題 に比べて多 くいた｡
つまずきの原 因 としては,次の点が考 え られ る｡
分数や小数の意味理解が不十分
分数や小数の意味か らかけ離れて ,小数か ら分数へ,分数か
ら小数へ となおす方法だけを形式的 に教え込む指導を している





【表現 ･処理】 ○小数同士の乗除計算を手際 よ くすることがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつ まず き反応
5 ( 1) 15,54 .-80%
★ (2) 4.2 ..-- 68% 420 -.-.. 2%







算を4問取 り上げ,その計算技能 を調査 した｡
(1)の 1554とい う整数の計算結果 を 100で割 って 15.54と計算
する問題は 80%であったのに比べ ,(2)の 4200を 1000で割 って
4.2と計算する問題は 68%の低 い達成率であった｡ また,(3)の
46.5÷ 15の計算に帰着する問題は 73%,25.5÷ 75の計算に帰着
する問題は 74%の達成率であったO
つ まずきの多 くは,九九や加減の計算 ミスであ ったが ,(2)
は 1000で割 らずに 10で割 った児童が 20/.,(3)では 46.5
せずに 465÷ 15を した児童が 10%,(4)では無答の児
いた｡







方の指導にだけ力を入れ るのではな く,なぜそのように計算 し




の習熱がで きていないのは,繰 り返 し練習の不足である｡ 計算
単元 の時だけ練習をするのではな く,長期的に習熱で きるまで
繰 り返 し練習をする必要がある｡
1/100の位 までの計算は削除 となるが,(2)(3)(4)ような計
算については ,発展的な扱い として取 り扱 うように したい｡
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調査項 目 10 小数の計算の仕方 ★問題 6,7(1/100の位 の小数の計算 は削除)
1 算数の学力
【数学的な考え方 】 ○小数 同士の乗除計昇 を整数 同士の乗 除計算 に帰着 して考えるこ
とがで きる｡
【表限 ･処理 】 ○小数 同士の乗除計算 を手際 よ くす るこ とがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
★6 76×43=3268で す ｡
この ことを使って,0.7 6× 4 .3の答 えを出そ うと思い











??? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ?
問題 期待する反応 主なつ まず き反応
★6 3.268...82%





･つ まず きの原 因
小数は整数 と同 じ十進位取 り記数法で表現 されてい るか ら,乗法
や除法の計算は ,単位 ,すなわち小数点 の位 置に着 目 して これ を移
動 し,整数に置 き換 えれば ,整数の計算 と同様 な考 え方で積 や商 を
求めるこ とがで きる｡ ここでは ,小数の乗除計算 をす る際 に ,その
ことが うま く使 えているか どうかを調査 した｡
乗法 に関 しては,達成率 が 82%であ るが ,除法 に関 しては ,逮
成率が 50%と,低い結果 となった ｡
除法 において も,乗法 と同様 に ｢1000倍 したの だか ら 1000で割
って｣ と考 えて,0.038と答 えた児童が 28%い た ｡
つまず きの原 因 として次の点が考 え られ る｡
十進位取 り記数法の しくみの よさ計算 に使 ってい ることにつ
いての理解 が不十分
かけ算の仕方 をそのままわ り算 に当てはめて ミス してい る児
童が多い こ とか ら,計算 の仕方のみ を形 式的 に覚 え込 もうとす
る傾向にあると考 え られ る｡
1/100の位 までの計算は削除 となるが,(2)(3)(4)ような計
算 については,発展的な扱い として取 り扱 うように したい ｡
-92-
調査項 目 11 小数同士の額や商の見積 り
▲問題 8 (積や商の見積 も りは第 6学年 に移行)
1 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○ 概数 を使 って積や商 を見積 もろうとする｡
【数学的な考え方】 ○ 萌や商を見積 もる計算 を考 えることがで きる｡
2 問題
3 児童の反応




｢ 見 当をつける計算 l｢見当｢
問 愚 主 な 反 応 (式のみ)













･つ まず きの原 因
整数や小数 についての乗法や除法の計算をする前 に,積 や商 を見
積 もることは ,計算結果の見通 しが もて るので ,大 きな誤 りを防 (･
ためにも大切 な ことである｡ ここでは,小数の乗除 において ,児童
は,どの ように結果の見通 しを立て るかを調査 した｡
(1)では 10×4,(2)では 9÷1を期待 していたが,主な反応 に
示 してあ る (無苓以外)立式で見積 も りを立てた児童は ,どれ も達
成 してい ると考 えているので,乗法 においては,達成率が 71%,
除法においては,達成率が 61%であ った｡
乗法 ,除法 どち らも撫答 が 15%である.残 りの児童は,9×4.12
な どの暗算では難 しい立式 を している ｡
つまず きの原 因 と しては ,次の ことが考え られる｡
計算結果の見通 しを立てる経験 が不十分
熊谷が 15%いるこ と,筆算 を使 って計算 している児童がい
ることか ら,｢計算結果 の見 当をつける｣ とい う言葉 の意 味の
理解 が不十分であ る と考え られ る ｡ いろいろな場面において ,
計算結果 を見積 もる経験 をさせ ることが大切である｡
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○通分 を使 って手隙 よ く異分母分数の減法がで きる｡
9 計算 しま しようo
問 魔 期待 する反応 主なつ まず き反応






異分母分数の計算は,同 じ単位の分数 に直す とい う通分の考 えを
活用すれば,解決することがで きるが,形式的にその計算の仕 方を
教えるのではな く,単位 をそ ろえて計算するとい う加法 ,減法の計
算の基本 となる考えに着 目させることが大切である｡
真分数 同士の減法(1)がで きた児童は 71%,帯分数 を含 む減法
(2)がで きた児童は49%であ った｡ただ し,帯分数 を含 む減法の
場合 ,約分途 中の 1と5/10を含めると67% となる｡
主なっ まず き反応 として ,減法 と加法 を間違 えた児童が ,(1)で
は 7% (19/35),(2)では 3%いた｡ また,(2)では 1と 4/5を通分
する隙に, 1と 4/10と間違えた児童が 2%いた｡そ して,舛答の児
童は,(1)が8%で,(2)が 9%であった｡
つ まず きの原 因としては,次の点が考え られる｡
分数の ｢意味｣ と ｢計算の仕 方｣が遊離 している
｢計算の仕方｣ を知 らせ ,繰 り返 し練習 させ ることで定 着を
はかっているため,｢分数の意味｣ を考 えるこ とな く計算結果
を求める指導が多い と考え られる.
異分母分数の加減は 6学年へ と移行 になるが,上学年へ と移行 に
なって もていねいな指導が必要である｡
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調査項 目13 整数の積の見積 り
▲問題 10 (一部)(嶺の見積 もりは第 6学年へ移行)
1 算数の学力









( ) かける数 とかけられる数を入れかえて,708× 46を筆算
する｡
( ) 46×708を もう一度筆算する｡
▲ ( ) 46を 50,708を 700とみて,50×700=35000
と見当をつけて確かめる｡
▲ ( ) (2けた) × (3けた)の積は,4けたか 5けたのどち
らかになることから判断する｡










卓は,ち ょっとした押 し間違いで,大 きな間違いに結びつ く｡ しか
し,子どもは,ディスプレイに示された数字に何の疑問ももたず,
正解だと信 じている場合が多い｡そこで,あ らか じめ知 らされた計
算結果が,正 しいかどうかをどのように調べるかを調査 した｡
ここで期待する反応は,｢50× 700｣ と ｢2けた×3けた｣であ
り,どちらも30%以下と低い達成率 となった｡
確かめるのに時間のかかる ｢708× 46｣や ｢46× 708｣を選んだ























































































2 (1) 2 2
-X3 ..83%5 3X盲 ..130/o






























【知識 ･理解】 ○包含除の意味や割合 としての分数の意味がわかる｡
(2) 問題
2 つぎの問題を読んで答を求める式を香きま しょうo
l l(2) 57 mのひもがあ りますo このひもを 7mずつ
に切ると何本のひもができるで しょうQ
(3)赤のリボンの長 さは 6mあ りますo これは,青の リ
2ボンの 盲にあたるそ うですo青の リボンの長 さ
(3) 児童の反応
問題 期待す る反応 主なつまずき反応







わ り算を考える場面 として,等分除に相当するもの ･包含除に相










的に利用 して,両者の関係が,少 しでも把握 しやす くなるような工
夫は必要であると考えられ る｡それ と共に,数量が分数だ と考えに










































(1) 旦x4 -□ (4) 呈上旦 -□
7 3 5
(2) 旦xl旦 -ロ (5) 土.旦x旦 -∩
5 3 2 4 3
(3) 旦÷5 -ロ4 (6) 旦x旦+旦x旦 エロ5 7 5 7
(3) 児童の反応
間腰 期待する反応 主なつまずき反応
4 (1) 些 or2旦 ‥ 95%7 7
(2) 1 ...92%
(3) 230 ..88%
(4) 5 2-or1- ..91%3 3






























5 (1) 215- -- ..88%7′3'2






























( ) 3X旦 ( ) 3×1旦
5 5
( ) 3÷旦 () 3÷1旦
5 5

















































































































の学力 下を危慎するのも一考を要する030%縮減に伴い､確かに ｢知識 ･技能｣
に関する算数の学力は低下することは危慎される｡ しかしながら､新学
習指導要領では､指導内容に比べて､標準指導時数の縮減幅はノトさくして
質的な面か いる｡ これは､子ども自らが作業的 ･体験的な活動等の算数的活動を通し










る ｢基礎 ･ これまでも叫ばれた経緯がある｡例えば､昭和 43年の学習指導要領の改
基本｣ 訂に伴 う算数教育の現代化が失敗 したとき､反省 として昭和 52年の学習
指導要領改訂では ｢基礎 ･基本｣が叫ばれた.そのときは､厳選ではなく､
算数の指導内容の精選が叫ばれ､難易度も易しくなった0

































容は､基礎 ･基本といっている人もいる｡｢読み ･書き ･算｣を基礎 ･基
本と捉え､計算技能のみを算数科における ｢基礎 ･基本｣といっている人
もいる｡ 私たちの意味する算数科の ｢基礎 ･基本｣は､生活､とりわけ今
後算数 ･数学の学習をしていく上で必要とする指導事項 及び既習事項とし
て活用されるべき指導事項を ｢基礎 ･基本｣と言っている.〕｢計算技能｣






















教科書水準の難易度 に しているO そのよ うに した理 由は､学校現場では､
教科書に準拠 した算数の授業実践がなされていることを考慮 したか らであ
る｡学校教育における算数 の授業で取 り扱われていない事項 を学力診 断評
価 問題 として取 り上げて学力診断 したのでは､その結果によって算数の学
力が上がった とか､低下 した とかを議論す るわけにはいかないか らである｡
例 え､学力診断評価のよい結果が出た として も､それは学校 におけ る算数
の授業によるものとは考えにくいO
従来は､算数の教科書内容は標準的な指導事項 とい う位置づけにあったb
今や最低基準 として位置づけられている｡ ｢標準｣ とい う意味合 い と ｢最
低基準｣ とい う意味合いは､大きな違いがある｡学習指導要領 が最低基準
であると公表 された時点で､算数教育は大きな転換期 を向か えた ことにな
る｡学習指導要領 に準拠 した教科書内容 について理解す るのが望 ま しい と
う方向 目標ではなくなったのである｡子 ども一人ひ とりが数 量や 図形の意
味や原理 ･法則 を､本当に理解 し､確実に身に付けていなけれ ばな らない
とい う達成 目標 になったのであるO最低基準の数量や 図形 についての内容
が ｢分か らない｣｢できない｣ とい うになれば､深刻な学力低下問題 とな
ると思われ るo
そこで､私たちは早急に､子 どもたちの算数 の学力が､本 当に最低基準
である教科書に取 り上げ られている学習内容について､その達成状況が ｢概
ね満足｣の状況にあるのか どうかを調査す ることが重要である考えた0





とか ｢概ね達成｣状況以上になるよ う予防的方策を構築す るものである｡
治療的指導は､計算技能面が達成不十分であれば､計算 の ドリル指導 をす
るとか､数学的な考え方が不十分であれ ば､適用問題で数学的 な考え方の
思考パ ターンの練習をす るものである｡
どち らの指導も重要な指導であるが､私たちの 目指 しているのは､予防
的指導 として算数科授業改善の方策であるo理 由は､予防的指導の方が抜
本的指導であ り､学習の効率性か ら考えて も適切であると考えたか らで る｡
算数の学力診断の結果を活か して､算数の授業改善 を図 り､ ｢算数 的活
動｣を通 して､楽 しさと充実感の中で､教科書内容 程度の数量や図形に









4観点に基 新学習指導要領で指導内容が 30%縮減 されたのに伴い､算数の学力低
づく授業改 下を危倶する声の中には､｢知識 ･技能｣といった量的な面か らのみで学
者 力を捉えているものもある｡ ｢知識 ･技能｣は捉 え易 く､誰もがその重要
性を認める重要な算数の学力の一つである｡ しか し､それだけが算数の学
力ではないO新学習指導要領の目指す学力観は､｢生きる力｣の育成 を目
指 した ｢自ら学び､自ら考える力｣等の育成であ り､数量や図形-の学び
や学び方などの ｢関心 ･意欲｣｢数学的な考え方｣ といった質的な学力を
重視 している｡数畳や図形に関する ｢知識 ･理解｣｢技能｣だけの習得に
終始する算数の授業では､新学習指導要領の意図実現は難 しいといえよう｡
数量や図形について自ら学ぼ うとする力 としての ｢関心 ･意欲 ･態度｣
も算数の育てたい学力の一つである｡ さらに､数量や図形についての意味
や原理 ･法則を学ぶ原動力 としての ｢数学的な考え方や考え方｣ も重要な
算数の学力の一つあるO
そこで､数量や図形に関する ｢関心 ･意欲 ･態度｣｢数学的な考え方｣｢表
現 ･処理｣｢知識 ･理解｣の 4観点か ら達成度を診断評価 し､量的に指導





で取 り上げられる数量や図形の内容を理解す ることは､最低基準 とい うこ








ことが求められていると判断 した｡完全習得す るとい う意味は､｢概ね達
成｣とい う評価基準に到達することを意味 していると考え､その達成度を




授業改善のためには､数量や図形についての指導事項を ｢関心 ･意欲 ･
態度｣｢数学的な考え方｣｢表現 ･処理｣｢知識 ･理解｣の4観点から ｢概
ね達成｣という評価基準に照らして､その達成度を診断評価 していく必要
評価基準の がある｡ 4観点についてその達成度を診断評価 していく場合､尺度を数値
数値化 化することは難 しいことである｡ しかし､数値化する方が分か りやすいの
で､敢えて数値化することにした｡.もちろん､｢知識 ･理解｣や計算技能
などの ｢表現 ･処理｣の達成度と ｢数学的な考え方｣の達成度 とは､数値
的に尺度が異なり､前者は高く､後者は低く設定されるべきであると考え
るO



























いがあるoA児の誤答からは ｢繰 り上がり｣の原理を理解 していない様相
が診断できる｡ところが､B児の誤答はどうであろうか｡B児の誤答には
｢繰 り上がりの原理を意識した取組｣を読みとることができるO ｢3×5
- 15､繰 り上がった 1と2で3､3×3-9で十の位は9､あわせて9







私たちは ｢算数的活動｣ を核にして ｢楽しさと充実感のある算数の授業
｢算数的活 改善｣を図ることを意図している｡子どもたちが自ら数量や図形について
動｣の効用 作業的 ･体験的活動を通して関わっていき､数量や図形の意味や原理 ･法
則を五感に訴えて学ぶことで､｢関心 ･意欲｣｢数学的考え方｣｢知識 ･理
解｣をよりよく学ぶことができると考えるからであるO
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1 単元名 くり上がりのあ るたし算 (第 1学年)
題材名 8十3などの計 算の仕方
2 日徽
･和が 10をこえるた し算があることに気付き,その計算の仕方を考えてい こうとす るC




第 1次 くり上が りのあるた し算の計算の仕方 -------･--･･--･･5時間
第 1時 和が十何になるた し算を知 り.その計算の仕方を考える｡--2時間 (本時)
第 2-4時 10の補数を活用 した計井の仕方の理解を深める｡
第2次 くり上が りのあるた■し算の計算の仕方の定着-･･--･･-･-･･- ･･-4時間
4 指導上の立場
(1)軟材観
計算の指導については, 1学期 に,10までの数 について,加法や減法の意味 を学習 し
た り,その計算の仕方を学習 した りしてきた｡数の理解 については. 1学期 には, 10ま
でだったものを.2学期の初めには.20までに広げてその意味を拡張 してきた｡
本単元では.計算の措辞においても. 1桁 十 1桁のた し算 において, くり上が りのある




平成 9年度に実施 した算数診断調査によれば,次に示す実態であ った｡
左 の ように, 10の補数 を活用
した加数分解 による9+3の計算
方法 を兄いだす 力 (数学的な考 え
方)の達成率は 42% と低い｡
加法 の計算技能 の達成率が 90
%を超 えていることか ら考えると.
計算技能 に比べて.計算 の仕方 を




上記の通 り.計算の答えを出す ことはできてもその計算の仕方 を説明できる児童は42






この授業 は,第 1学年 ｢くり上が りのあるた し算｣の導入である｡は じめて,答えが 10
を越えるた し算 に出会 う子 どもに,具体物や半具体物 を使 った活動 な しにその答えを求め
させるのは無理である｡ また.ブロックの操作 と計算の仕方が逆離 して しまわないような
工夫をす ることが大切であるOそ こで,増加 (加数 3)の場面 を取 り上げ,操作す るブロ
ックの動 きを説 明 してい く中で.ブロックの操作 をそのまま計算の仕方 と して発展 させ る
ことができるようにす る｡
② イメージによる操作を取 り入れた算数的活動の工夫
ブロックの操作がで きたか らとい って,す ぐに,計算の仕方が分かるわけではない｡そ
こで.ブロック操作 (具体) と.計算の仕方 (抽象) の間に,｢イメ-ジによる操作｣の
活動 (並んだブロックを見なが らブロックを動かさず に答えを求め る活動) を取 り入れ る
ようにす る｡
6 本時案 (第 1次 第 1時)2単位時間故い
目 標
8+3の答えをブロックを使 って考えてい く中で,被加数 の8に加数の
3を分解 した 2を加えて 10を作 っていけばよいことに気づ き, 8十3
などの くり上が りのあるた し算の計算の仕方 を加数分解の方法 で説明す
ることができる｡












1(1)子 どもが 8人遊 んでい る所 に友だちが遊 びに
や って来 るという場面絵 を提示 し, 自由に話 し
合わせるようにす る｡
(2)遊 びに来 る友だちの数がい ろいろに変化 して
も, た し算で求め られ ることが分か った ところ
で.本時のめあてを ｢8+3の答 えの出 し方 を
考えよう｣ と決めるようにす る｡
2(1) 3人遊びに来 ると.合わせて何人 になるかを
ブロックを動か しなが ら.考 えさせ るようにす
る｡






答え 11を求めた活動 を思い出させ るようにす
る｡
(2)10のまとまりを作 ったことを意識 しやす いよ





を 求 め て
いるか｡
10の ま と
ま り を 作












4(1) ｢8+3｣の式を見なが ら,答え 11にたど
り着 くまでの道筋を説明させるo
(2) 8個 と3個のブロ ックがどの ように動 いたの
かを思い出させ るように助言 しなが ら,計算の
仕方を吹き出 しを使 ってまとめるようにす る｡
5(1) ｢8+3｣の計算の仕方が整理で きた ところ
で.｢8+4｣｢8+5｣な どの場合 も考 えさせ
るようにする｡
(2)被加数が8だけでな く.9の場合 も取 りあげ,
ブロック操作や イメージによる操作 もさせなが
ら.答えが 10を超えるた し算は,いずれ も 10
のまとまりができるように加数 を分解 して計算
すればよいことをまとめるようにす る｡
6 本時の学習を振 り返 らせ,繰 り上が りのあるた
し算の計算の仕方を見つけ出 した ことをまとめ る
ようにする｡
加 数 を 分
解 して 10





















いろな場合を示 し.合計人数を求める式を話 し合わせるように した｡
T l人遊びにきたときは.何算になるかな ?
C た し算です｡ (賛成多数)
C やってきた (動作をつけて)んだか ら.た し算ですo
T じゃあ,3人 (以下 ランダムな数で繰 り返す)遊びにきた と
きは.何算 ?




答えがす ぐに分かる (既習)計算 と答えがす ぐには出てこない (莱
育)計算があることをとらえることができるように したo
C 8+1や8+2はす ぐに答えが分かるけれ ど. 8+5などは
す ぐには分か りませんで したo































の仕方へ発展 させるためには, 10のまとま りを作 るB児のような
操作をさせたい｡そこで.い くつにな ったのかわか りやす く置 くよ




〇〇● で, 11人にな ります｡ (賛成多数)
T 数えな くても. 11人だ と分か るの ?
C 見ただけで, 11だ と分か りま した｡
C こっちは. 10のまとま りで,あと1つあるのだか ら,全部
で 11です｡
T 3人のうちの2人をここに持 ってきたんだね｡ どう してそう
したの ?


















ると.｢蘭の ビデオに録画 してあるか ら簡単だよ｣とい って次のよ
うに説明 してきた｡
C ここから (3個の方を指 して) 2個 を 8個 の方に持 ってい っ
て. 10｡あと. 1個残 っているか ら. 11にな ります｡
C 先に2個持 ってきて 10を作 って,あ と 1個あるか ら, 11
です｡




ところで,板書 を隠 し.｢今度 は, ブロックも見ないで, 8+3の
式だけを見て計算できるかな ?｣と問いかけると.｢できるよ｣｢簡
単だ｣ と言いなが ら.次のように発言 してきた｡
C 先に. 8に2をた して 10｡あと1残 っているから,それ も
た して. 11です｡ (賛成多数)
C 3はブロックが 3つあることだか ら.その中か ら2つ 8とた
して 10で.あと 1個残 るから.合わせて 11です｡
T なぜ,先に2をたすのかなあ ?
C だ って, 8に2をた した ら.ち ょうど 10になるからです｡
C 8は,あと2つで 10だか ら, 3の方か ら先に2つ もって く
ると10ができて.い くつになるかがよくわか ります｡
このように.式だけを見ても計算の仕方が十分に説明できるよう
にな ったところで,イメージによる操作 を整理 した板啓 と対応でき
るように次のような吹き出 しを使 って整理 してい った｡
′､( -ヽ
･il Zj･,, (垂 範 )
′-ノ~｢ →､









ま りを作 って計算す る計算方法のよさが分かるようにす
る｡ また.被加数 を 9に拡張 し.計算方法の一般化 を図
るようにす る｡
8+4や 9+3などの計算の仕方 を次のように してまとめてい っ
た｡












このように して, 8+3の場合だけでな く, 8+4や 9+3も.
被加数が 10になるように加数 を分解 して,同 じように計算で きる
ことがわか った児童は,計算の仕方を ｢最初 に, 10になるように
た してか ら.残 りをたせばよい｣ とまとめてい った｡
8 授業の考嚢
(1) ブロックなどの操作 を計算の仕方に発展 させ る工夫 について
増加 (加数 3)の場面 を取 り入れたことにより,ブロックを使 って答えを求めた操作 と.
計算の仕方にギ ャップが少な くな り,スムーズに考えを進め ることができた｡
(2) イメージによる操作 を取 り入れた工夫について
ブロックの操作 と計算の仕方をつなげ る ｢イメージによる操作｣は.児童が. 自分 自身
でブロックの操作を計算の仕方 として意識す ることができ.計算の仕方 と して整理す る上
で大いに役立 った｡
















第 2次 減数が 5以下の場合の繰 り下がりのあるひき算の仕方 ･･3時間










口に あてはまる かずを かきましょう｡
(2) 14-9の けいさんのしかた
匪 `` ``
10から [コ を ひいて ⊂ ]























6 本時秦 (第 1次 第 2時)
目 標 繰り下がりのあるひき算の仕方を ｢12-9は, 10から9ひいて 1,1と2で3｣と減加法の操作を頭の中に描いて説明することができるo(考)
学習活動 算数的活動への支援 形成的評価
1 12-9の操作 1 前時と同様に, 12-9の計算をブロックを ○ 操 作 しな が
をし,本時の課題 使って計算させ,次の様に本時のめあてを決め





がらしゃべってみ J+I+I+J+J+J + + 2の10から9
































































T まず (カー ドを黒板にはりながら)どうしたのかな｡
C 12の 10から9をひきました｡
C 10から9ひいて 1になりました｡























● ● ● ● ●
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･九九を唱えた り,それを適用 した りすることができる｡
･記号 ｢×｣や用語 ｢かけ算｣｢～ぱい｣の意味,単位 とする大きさのい くつ分かを求
めるときにかけ算を用いればよいことが分かる｡
3 指導計画と本時の位置付け
第 1次 基準畳のいくつ分とい うかけ算の意味や計算の仕方 ･4時間
第 1時 基準量のいくつ分というかけ算の意味を考え,
かけ算の課膚をつかむ ･･････････････(本時)
第 2時 基準量のいくつ分とい うかけ算の意味を式で表す
第 3時 かけ算の計算の仕方を考える
第 4時 連続丑をもとに倍の意味を知 り,かけ算が用いられる場面について考える













7 こたえを だす しきを かきましょうo
(2)ケーキの はこが 3はこあります0 1はこに ケーキは2こずつ
はいつています○ケーキは,ぜんぶで なんこあるで しょうo
(しき) ...達成率 35%
11 つぎの しさと ★のずを 線で つなぎましょうo
巨互司 匡 四 匹 垂∃
7★★★★★L ★★★ L★★















































































































































児童に提示 した遊園地の乗 り物に乗っている人の絵 と数図ブロッ
クを対応 させる活動を取 り入れることで,児童が視覚的に人数をと
らえ,かけ算の意味の概念である ｢基準丑のいくつ分｣に着 目させ
ることができた｡さらに,ワークシー トの上でおはじきを換作させ
ることで,児童一人ひとりがジェットコースターやコーヒーカップ,
ゴーカー トに乗っている人数をはっきりとらえることができた｡
おはじきの換作 言 葉
｢5この3つ分｣
算数的活動
人数調べの活動では,基準量をはっきり意識 しやすいように,敬
り上げ方や数値を吟味したO遊園地の乗 り物の中で,意図的に5の
まとまりのあるジェットコースターと計算のしにくい数になってい
るコーヒーカップを取 り上げることにより,児童は,｢5この3つ
分｣になっていジェットコースターの人数の方が数えやすいことを
とらえていった｡そ して.｢同じ数ずつのいくつ分｣のよさがわか
るよに,2のまとまりのあるゴーカー トを後から比較させることで,
児童は乗 り物一台に乗っている人数が同じだと数えやすいことを実
感していったO
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